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9. 研究実績の概要

本研究では、不安を衝動的に解消しようとする行動が症状の基礎となる精神疾患と脳活動との関係を明らかにし、最終的には疾患の有
効な評価及び治療へと繋がる手法を開発することを目的としている。対象とする精神疾患については、衝動性との関連がこれまで明示
的に示されてこなかったものの、様々な生物学的・行動モデル的な知見からその関与が疑われる「強迫性障害」を対象としている。平
成28年度は、研究計画遂行の上で重要な脳情報デコーディング技術およびその基礎となる統計的機械学習技術の開発・習得に主に取り
組んだ。また、それら技術を適用することにより、高い精度で強迫性障害患者と健常者を見分けることが可能な脳活動を同定すること
に成功し、プレプリントとして発表、国際誌へと投稿した。また、健常者および精神疾患傾向のあるサブクリニカル群を対象とした行
動実験およびfMRI実験の結果に対して解析を行い、脳全体のネットワークから構成される不安の神経基盤を明らかにした。この成果に
ついては年度途中で学会発表を行い、さらに次年度中には結果をまとめた上での国際誌への投稿を予定している。

    （１／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

年度前半は、治療結果の評価にあたり重要となる脳情報バイオマーカー技術の開発と、脳情報デコーディング技術の開発に取り組んだ
。前者に関しては、安静時の脳活動を用いることによって、複数施設にわたって高い精度で判別が可能なバイオマーカーの開発に成功
し、判別に寄与するネットワークがどのような脳部位に分布しているのかを検討した。これらの結果をまとめた論文はプレプリントと
して発表、国際誌へと投稿した（業績1）。後者に関しては、脳全体のネットワークから効果的に特徴量を抽出することにより、被験
者内に限らず被験者間にも共通する脳ネットワークが存在することを示した。また、それらのネットワークが米国Human Connectome P
rojectの大規模データにおける不安関連指標にも汎化することを示した。更に、国内のデータと米国のデータの両方に寄与するネット
ワークを用いることにより、強迫性障害患者と健常者の違いを同定することにも成功した。これらの結果をまとめた内容をIEEE日本支
部NC研究会にて発表済みである（本発表により、IEEE Computational Intelligence Society Japan Chapter Young Researcher Award
を受賞）。これらの知見をもとに、年度途中に強迫性患者数名に対して、予備的なDecoded Neurofeedback実験を実施した。実験前後
の脳ネットワークを評価した結果、不安に関わるネットワークが変化していることを確認した。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

fMRI 計算論的神経科学

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策

次年度には、Decoded Neurofeedback実験の実施方法・結果を見なおした上で、更に被験者数を増やして、国際誌への投稿を目指す予
定である。また、不安感のバイオマーカーについても、追加解析を行った上で国際誌への投稿を行う予定である。

（今後の推進方策）

    （２／４）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
（課題番号： 15J10681 ）
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13.研究発表（平成２８年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計（０）件／うち査読付論文　計（０）件／うち国際共著論文　計（０）件／うちオープンアクセス　計（０）件

〔学会発表〕　計（１）件／うち招待講演　計（０）件／うち国際学会　計（０）件

〔図書〕　計（０）件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（０）件

産業財産権の名称 発明者 国内・外国の別出願年月日産業財産権の種類、番号権利者

出　版　社著　者　名

書　　名 発行年 総ページ数

発　表　場　所

沖縄、恩納村、沖縄科学技術大学院大学

発表年月日

2016年07月05日～
2016年07月05日

学　会　等　名

電子通信情報学会ニューロコンピューティング(NC)研究専門
委員会

オープンアクセス

発　　表　　標　　題発　表　者　名
高木 優、酒井　雄希、田中　沙織 ヒト機能的MRIを用いた不安に関わる全脳機能的結合の同定

論　　文　　標　　題著　者　名

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

雑　　誌　　名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁 国際共著

（課題番号： 15J10681 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／4）
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〔取得〕　計（０）件

15.科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計（０）件

16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究：－
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